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る発がんの証拠は十分にあると考えられる．発がん作用
機序の検証では，慣習的に溶解度が大きい塩化コバルト
が多用される傾向にあるが，作用機序としてはコバルト
イオンが作用していることが重要であると考えることが
できる．この点において，水溶性コバルト（II）塩は，特
に，ヒト末梢血リンパ球，ヒト皮膚線維芽細胞，ヒト気
管支上皮細胞等のヒト初代細胞に遺伝毒性，酸化ストレ
ス，炎症，免疫抑制作用，エピジェネティックな変化等
を誘導することが一貫して報告されており（その他，ヒ
ト培養細胞株及び動物においても同様），発がん作用機序
の面から水溶性コバルト（II）塩がヒト発がん物質とし
ての重要な性質を示す強い証拠があると考えられる．こ
れらのことを総合的に勘案し，水溶性コバルト（II）塩
について，発がん性分類第 2群 Aを提案する．

勧告の履歴
2024年（改正案）：水溶性コバルト（II）塩 発がん性分類
第 2群 A
1995年（新設）：「コバルトおよびコバルト化合物（タン
グステンカーバイドを除く）」 発がん性分類第 2群 B
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感作性分類　皮膚第 2群

　2-ブチル -1,2-ベンゾチアゾル -3 （2H） -オン （BBIT） 
は，他のイソチアゾリン系化合物と同様に，切削油，壁
紙用接着剤，洗剤，皮革，ゴム，エポキシ樹脂，シリ
コーンシーラントなど，さまざまな製品に幅広く防腐剤
あるいは防カビ剤として使用されている1）．
　35歳の Computer Numerical Control（CNC）オペレー
ターの男性が，外来受診の 5か月前より手指の湿疹を発
症した．両側の第 2，3指に病変が出現していた2）．この
男性は現在の仕事には 3年前より従事しているが，それ
以前にも同様の仕事に従事していた．この病変は，休暇
などで仕事を離れると軽快し，仕事に戻ると数日のうち
に再発した．金属，冷却液の成分，などの標準シリーズ
の物質，およびこの男性が使用している切削油について
パッチテストが実施された．その結果，切削油のみ陽性
を示した．また，製造元よりこの切削油の成分として，
5種類の物質（1-phenoxy-2-propanol, 1-amino-2-propanol, 
2-amino-2-methylpropanol,N-methyldiethanolamine, BBIT）
が含まれているという情報が提供された．これらの物質
のうちで，BBITのみがパッチテストにて陽性を示した．
また，他のチアゾリン系防腐剤である，5-クロロ -2-メ
チル -4-イソチアゾリン -3-オン （MCI），2-メチル -4-イ
ソチアゾリン -3-オン （MI），これらの混合物 （MCI/MI），
1,2-ベンゾチアゾリン -3-オン （BIT），2-n-オクチル -4-
イソチアゾリン -3-オン （OIT）は，いずれも陰性を示し
た2）．
　アトピーがあり金属加工工程に従事している44歳の男
性が， 6か月前より続いている手指の湿疹のため皮膚科
外来を受診した3）．診察時には両側の第 2，3，4指の背
側に鱗屑，乾燥，亀裂がみられた．この湿疹は，休暇が
あると消失し，仕事を始めると数日のうちに再発した．
この男性は，2007年より金属加工会社に勤務し，フライ
ス盤を使用していた．年 2回フライス盤のメンテナンス
の際に切削液の交換を行っていた． 1年前に新しい切削
液に変更になったが，その成分の中には，高純度鉱油，
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界面活性剤，腐食防止剤，安定剤が含まれており，チア
ゾリン系防腐剤であるBBITも含まれていた．カバーオー
ル，マスク，安全靴は着用していたが，手袋は，切削油
で濡れてしまうという理由で使用していなかった．
　標準シリーズの物質と切削油についてパッチテストを
行った結果，切削液の10％溶液にのみ陽性を示した．そ
こで，切削液に含まれている可能性のある感作性物質に
ついてパッチテストを行った．その結果，MCI/MI，MI，
BIT，OIT，モノエタノールアミン，ジエタノールアミ
ン，トリエタノールアミンのいずれにも陰性であったが，
BBITに陽性を示した．一方，20人の健康なボランティア
は BBITに対するパッチテストにおいて全員陰性であっ
た3）．
　研削盤のオペレーターとして36年間従事してきた男性
が， 1年半前から両側性の強いかゆみを伴う手の湿疹を
発症した4）．切削液を変更してから間もなく発症してい
る．作業の都合で手袋は着用していなかった．湿疹は，
休暇があると 1週間以内に軽快し，仕事に戻ると2–3日
で再発した．湿疹は，左手指の背側が主で，右手指も軽
度に出現しており，手掌及び指腹には出現していなかっ
た．研削工程の中では，金属片を持ちながら，左手指を
切削油に浸していた．ヨーロッパ標準シリーズ，防腐
剤シリーズ，切削油シリーズについてパッチテストを
行ったが，すべて陰性であった．しかしこの男性が持参
して来た切削油を用いた Repeated Open Application Test
（ROAT）では， 4日目に明らかな陽性を示した．
　その後受け取った安全データシートを精査したところ，
新しい成分として BBITが含まれていることが判明した．
そこで製造元に BBITの提供を依頼し，様々な濃度の
BBIT溶液を入手した．これらについてパッチテストを行
い，0.005％と0.05％の BBIT溶液が陽性を示した4）．
　最近，Obermeyerら1）は，2022年から2023年に外来で経
験した，金属加工工程に従事し BBITによる接触皮膚炎
を発症した 4人の男性の症例を報告している．作業内容
の詳細は記述されていないが， 2 人が CNCオペレー
ター， 1 人が機械調節担当者， 1 人が cutting machine 
operatorであった． 4人とも0.05％ BBIT溶液に陽性を示
した． 1人は OITに，もう 1人は BITにも陽性を示した
が，いずれも交叉反応の可能性は低いと考えられた1）．
　動物試験については，Guinea Pig Maximization Testで
陰性 5）あるいは弱い陽性 6）と報告され，Murine Local 
Lymph Node Assayでは陰性7）と報告されている．
　以上のように，複数の施設から BBIT陽性を示す接触
皮膚炎の症例が報告されていることより，本物質を感作
性分類皮膚第 2群として提案する．

参考：他の機関の感作性物質分類
DFG　皮膚感作（Sh）
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